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横須賀港港湾計画改訂

【計画の主要施策】

１．環境施策の充実と推進

２．くらしの豊かさと安心の向上

３．物流機能の強化と再編

【横須賀港の役割】

①大都市圏としての役割 ②地域の発展と安定を支える役割

・東京湾内の貴重な自然の保全 ・海と親しむうるおいの空間の提供
・広域レクリエーション拠点 ・防災機能の強化
・東京湾湾口部の物流拠点 ・物流機能の再編による地域産業支援

横須賀港の位置
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環境施策の充実と推進

くらしの豊かさと安心の向上

物流機能の強化と再編
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【要請・背景】
◎東京湾に残された自然環境の保全
◎自然・海等を活かした潤いと安らぎの空間
の提供

【対応】
◎大型埋立計画の見直し
◎自然環境と共生するゾーンの設定
◎緑地･海浜整備による親水･アメニティ

空間の創出

①猿島

１．環境施策の充実と推進

③久里浜

②観音崎

④野比
自然環境と共生するｿﾞｰﾝ

緑地計画位置図

長浦地区緑地
1.9ha

大津地区緑地
4.1ha

久里浜北緑地
0.8ha

埋立計画の見直し

①猿島

②観音崎

③久里浜

④野比
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２．くらしの豊かさと安心の向上

【要請・背景】
◎生活環境の向上をめざしたみなとづくりへの要請
◎交流人口の増加による都市活性化
◎震災時への対応

【対応】
◎交流・アメニティ空間の創出
◎緑地、港内遊覧船の対応
◎耐震強化岸壁の整備

緑地、港内遊覧船への対応
平成地区を中心として港内
各地区を結ぶ

耐震強化岸壁の整備（長浦地区）
横須賀市・三浦市の人口４５万人に対応
した海上緊急物資輸送のための岸壁整備

水深７．５ｍ 延長１３０ｍ

既設の耐震強化岸壁
水深５．５ｍ 延長 ９０ｍ（平成地区）
水深７．５ｍ 延長１００ｍ（久里浜地区）

砂・砂利等の取扱が周辺
の利用と調和が取れない

周辺利用と調和のとれていない
建材（砂・砂利等）バースを移転

↓
・旅客・観光船バースとして利用
・都市的施設や商業施設を立地

住宅

商業・業務
施設

文教施設

商業施設

緑地

建材バース

交流・アメニティ空間の創出（平成地区）
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３．物流機能の強化と再編

【要請・背景】
◎在来公共貨物の取扱い確保
◎老朽化施設への対応
◎周辺土地利用と整合したふ頭配置
◎東京湾口部を活かした内貿ﾕﾆｯﾄﾛｰﾄﾞへの対応

【対応】
◎施設の集約、大型船への対応
◎周辺環境を配慮した施設整備
◎既存航路の利用促進及び将来の整備

を検討する区域の位置付け

・地区内の砂・砂利の取扱いの集約
・船舶の大型化への対応
→岸壁水深７．５ｍ １３０ｍ

（耐震強化岸壁）
岸壁水深５．５ｍ １００ｍ・防衛施設へ転換

・老朽化に対応した施設の更新
・防衛施設用地の港湾施設への転用
→岸壁水深５．５ｍ ２００ｍ（２B)

ふ頭用地２．２ha（新規）

平成地区
周辺環境に配慮した
施設整備

施設の集約、大型船への対応（久里浜地区）

施設の集約、大型船への対応（長浦地区）
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久里浜地区
・既存航路の利用促進
・将来の港湾整備を検討
する区域の位置付け


